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問題と目的

1 児童 ･ 幼児 の ス トレ ス対処行動

児童が感じるス ト レ ッ サ
ー

や ス ト レ ス 反応に つ い て , 近年

多くの研究が報告され て い るが, その大部分は学校生活に ま

っ わ る ス ト レ ス に つ い て の研究で ある｡ 長根 (1 99 1) は友

人関係 ･ 授業中の発表 ･ テ ス ト な どの ス ト レ ッ サ ー が 存在す

ると報告して い る. こ う した ス ト レ ･ンサ
ー

に 対 して児童は問

題解決 ･ 行動的回避 ･ 気分転換 ･ サ ポ ー

ト希求 ･ 認知的回避 ･

情動的回避とい っ た方略で対処して いる (大竹 ･ 島井 ･ 嶋乳

1 9 98) ｡ 幼児 に関し て は, 堀池
･ 富田 ･ 村田 ･ 久保 (1 99 9)

が保育者を対象に調査を行い , 友だちとの けん か
･ 友だちか

ら命令される
･ 先生に叱られる ･ 行事の 練習をしなければな

らな い ･ 雨天で思うよう に遊べ な い ･ 片付けを強要されると

い っ た ス ト レ ッ サ ー が あ る こ とを報告して い る｡ ま た嘉数 ･

井上 ･ 白石 (1 9 94) が幼稚園内で観察を行 っ た と こ ろ, 友

だちと の けんか ･ 仲間外れなど の友人関係, 先生に叱られる

などの ス ト レ ッ サ ー の存在が示された｡ また, サ ポ ー ト希求 ･

問題解決
･

情動的回避
･

行動的回避
･ 認知的回避 ･ 対処せず

とい う 6 種類の対処行動が見られた｡

そ れ で は
, 幼児

･ 児童は家庭内で どの ような ス ト レ ッ サ
-

を感 じ, ど の よう に 対処 し て い る の で あ ろうか ｡ B l o m !

C h e n e y & S n od d y ( 19 86) は , 児童が家庭で出会う ト レ ス

フ ル な ラ イ フ イ ベ ン トを調査した｡ そ のうち上位にあげられ

たものは親の死や離婚とい っ た特異的で深刻なでき ごと であ っ

た が
, 第3 0 位ま で の 中 に は親と の 口論やき ょ うだ い 間の 競

争など, 子 どもが日常的に体験するで きごとも含まれ て い た｡

しか し日本に お い て は, こ う した家庭内の ス ト レ ッ サ
ー や 対

処方略に関する調査は, 幼児 ･ 児童ともに見当たらな い ｡ し

たが っ て
, 幼児が家庭内で ど の ような ス ト レ ッ サ

ー を感じ
,

どの ような対処方略を採 っ て い る の かを調査する必要がある

と いえよう｡

2 食生活とス トレス耐性

食生活の バ ラ ン ス が取れ て い ると, 生理学的に ス ト レ ス 耐

性を保 っ ことが できるが ,

バ ラ ン ス が崩れると ス ト レ ス 反応

を生 じやすくなる｡ 板倉 (2 0 00) は成人を対象とした
一

般

的な栄養学の観点か ら, レ モ ン に含まれるク エ ン 酸が疲労回

復作用を持ち, レ モ ン の その他 の成分も抗 ス ト レ ス 作用を持

つ と述 べ て い る｡ ま た大沢 (1 98 6) は , 成人 の囚人に対し

て ど タ ミ ン B l を欠乏させ た食事を っ づ けたと ころ, イ ライ

ラや協調性の欠如などを招い たとい う研究を紹介して い る｡

ビ タ ミ ン B l も エ ネ ル ギ ー

代謝 に必要なため ,
こ れ が欠乏す

ると疲労感が蓄積したり脳の活動水準が低下して しまう｡ そ

の他に , カ ル シ ウ ム や鉄, マ グ ネ シ ウ ム ,
カ リ ウ ム な ど の ミ

ネ ラ ル が欠乏すると, 神経伝達物質が十分に機能しなくなる

ため
, 集中力の低下やイ ライ ラ感などを生む危険Eq 子となる

(大沢 ,
1 99 4) ｡ した が っ て , 野菜や果物などか ら どタ ミ ン類

を十分に摂取することば, 生 理的 に ス ト レ ス 耐性を維持す る

ため に必要である｡

また
,
シ ョ 糖 の過剰摂取が生理的に ス ト レ ス 耐性を低下さ

せ て しまう ことが明らか に な っ て い る｡ 清涼飲料を大量に飲

んだり菓子類を多く食 べ る ことは, シ ョ 糖 を
一

時的にかなり

多量に摂取する こと に つ ながる｡ 大沢 (1 98 6) が紹介し て

い る研究で は, 大学生を対象に次の ような実験を行 っ た｡ 食

事 の代わり に ご飯や パ ン と同じカ ロ リ
ー 量 の シ ョ 糖を摂取さ

せたと ころ, 血糖値が摂取前の約 2 倍に跳ね上が っ たが, 2

時間後に は摂取前の半分以下に低下して しま っ て い た｡ こ れ

に対して ご飯や パ ン を摂取した場合に は, 摂取後の血糖値は

約3 0 % 程度上昇するだけ であ っ た｡ 血糖値はそ の後徐々 に低

下し て い き, 2 時間後には摂取前とはぼ同じ レ ベ ル を維持し

て い た｡ つ ま り, シ ョ 糖は
一

時的に は血糖値を高めるが ,
そ

の後急激な血糖値の低下を招くため, か え っ て 低血糖症状態

にな っ て しまう の で ある｡ ヒ トの脳は コ ル チ ゾ ル (糖質) 杏

最も消費する器官であり, 低血糖状態に なると集中力が低下

したり, め ま い を感じたり, 怒り っ ぽくな っ たりする ことが

報告され て い る (大沢
,
1 99 4) ｡ 清涼飲料や菓子類による シ ョ

糖の摂取が多い と比較的短時間で低血糖状態が生じるため,

イ ライ ラが生じやすくなると いえる｡ その 結果, ス ト レ ス フ

ル な場面にお い て泣い たり っ た りする反応が増えると考え ら

れ る｡ す なわち, ス ト レ ス 場面 にお い て有効な対処行動が と
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れなくなる の で ある｡

先行諸研究を総合すると; バ ラ ン ス の
.
取れた食生活をする

こと に よ っ て ス ト レ ス 耐性を廃っ ことが で きるが, 食生活が

偏ると ス ト レ ス 耐性が低下して しまうと いえ る｡ しか し こ う

した研究は, 青年や成人を対象に したもの で あり, 同様 の結

果が幼児に対して も適用で きるか に つ い て は調査報告がな い｡

そ こ で
, 幼児を対象に食生活が どの ような ス ト レ ス 反応 ･

対

処行動を生むの かを調査する必要が あろう｡

3 本研究の 目的

本研究の目的は, 食生活が幼児の ス ト レ ス 対処行動に及ぼ

す影響を調査する こと にある｡ 第 1 節 で述 べ たよう に , 家庭

に おけるス ト レ ッ サ ー

に つ い て の調査報告がな い ため に, ま

ず家庭内で の ス ト レ ス 場面と ス ト レ ス 対処行動を特定する必

要がある｡ 本研究で は, 予備調査に よ っ て家庭内で の ス ト レ

ス 場面と対処行動を調査する｡

ま た第2 節 で述 べ たよう に , 幼児を対象とした食物摂取と

ス ト レ ス 対処行動との関連に つ い て は調査報告が見当たらな

い
｡ そ こ で本調査とし て , 幼児の保護者を対象に , 日常的な

食物摂取や食生活の習慣と ス ト㌣ス 対処行動の関連性を調査

する｡

しかし幼児が対処行動を決定する際に は, 個人の気質的な

要因が関与して い るもの と思われ る｡ 気質は新生児期から見

られる神経活動 パ タ ー ン の個人差で あり, 興奮 の しやすさや

鎮静の しやすさ, 反応の 持続性など の形 で表れ る (菅原,

1 9 96) ｡ 幼児期 に は, 食生活以外に こうした生得的な要因に

よ っ て ス ト レ ス耐性に個人差が生じるも のと考えられる｡ し

たが っ て本調査にお い て は
, 乳児期の気質に つ い て も併せ て

調査を行い , 気質と食生活の実態か ら対処行動が予測できる

か どうかを検討する｡

本研究における仮説は以下の 2 点で ある｡

①欲求不満耐性や鎮静性とい っ た気質の要因が , 行動的回

避 (怒る ･ 物 に あたるなど) や情動的回避 (泣く) と い っ

た
, 社会的に望ましくな い対処行動に結び っ い て い る｡

② ビ タ ミ ン や ミ ネ ラ ル を摂取して い る幼児は問題解決的な

対処を採ることが多く, 砂糖を多く摂取して い る幼児は

行動的回避や情動的回避を採るこ とが多い｡

予備調 査

1 目 的

こ の調査で は家庭で幼児が遭遇する ス ト レ ス 場面とそ こで

の ス ト レ ス 反応や対処方略を調 べ る ことを目的とする｡ なお

こ こ で収集された ス ト レ ス 場面と ス ト レ ス 反応を参考に しな

がら
, 本調査用の質問紙を作成する｡

2 方 法

被験者 富山市内の 公立幼稚園に在籍する園児の 保護者77

名｡ 内訳 は3 歳児ク ラ ス 4 5 名 卜
4 歳児ク ラ ス1 5 名, 5 歳児

ク ラ ス1 7 名であ っ た｡

手続き 自由記述に よる質問紙調査を実施した｡ 質問紙は幼

稚園の担任教諭を通じて配布 ･ 回収された｡ 調査期間は平成

1 1 年1 0月下旬で あ っ た｡

調査内容は, 家庭 の中で子どもが ス ト レ ス を感じて い る場

面(悲しん だり, つ らか っ たり, 緊張したり, 不安 にな っ た

りする場面) を で きるだけたくさん, 具体的に記述して もら

うもの であ っ た｡ さ ら に そ の ようなとき に子どもがどの よう

な行動をとるかを記述して もら っ た｡

3 結果と考察

回答された ス ト レ ス 場面と行動を年齢別に集計した結果を

T a bl e 1 - 3 に 示す ( いずれも複数回答) ｡ 各年齢を通じて回

答が多か っ た場面は, 戟 ( 祖父母を含む) に叱られる, き ょ

うだ い とけんかをする, 欲し い物が買 っ てもらえな い , 自分

のやりた い こ とが で きない , 休 日に外出しない で家に い る,

な どで あ っ た｡

ま た, こ う した ス ト レ ス 場面で見られる対処行動は, 大竹

ら (1 99 8) や嘉数ら (19 94) の分類と同様に, 冷静に考える

(問題解決) , 怒 る ･ 乱暴する (行動的回避) , 甘える ( サ ポ ー

ト希求) , ひ と りに なる (認知的回避) , 泣く (情動的回避)

の 5 つ に分類することが できる｡

した が っ て今後は, 6 つ の ス ト レ ス 場面を取り上げ, それ

ぞれ の場面で 5 種類の対処行動が どの程度採られ て い る の か

を調査することが妥当で あると思われる｡

本 調 査

1 目 的

本研究で は, 幼稚園児の食事の習慣が ス ト レ ス 対処行動に

影響を及ぼして い るか どうかを検討する｡ ス ト レ ス 対処行動

に影響を及ぼすと思われる食習慣として ,
ビ タ ミ ン ･ ミ ネ ラ

ル類の摂取や砂糖の摂取などが想定される｡ また, 欲求不満

耐性や鎮静性など の気質が ス ト レ ス対処行動に影響を及ぼし

て い ると考え られるの で , 気質 の要因と食生活が ス ト レ ス 対

処行動に及ぼす影響を評価する｡

2 方法

対象者 富山市内の私立幼稚園に在籍する園児の 保護者2 08

名 ( 内訳 : 3 歳男児29 名, 女児30 名, 歳男児42 名, 女児42

名
,
5 歳男児32 名, 女児33 名) 0

手続き 子どもの ス ト レ ス 対処行動, 食生活, 気質に関する

質問紙調査を実施した｡ 質問内容は以下の通り である｡

フ ェ イ ス 項目 : 子どもの年齢
･

性別｡

子 ども の食生活 : ふ だ ん食 べ て い る食品を問う項目11 項

目, 家庭 の食事の状況を問う項目7 項目, 味の好みを問

う項目3 項目の計2 1 項目からな っ て い る｡

ス ト レ ス 対処行動 : 嘉数ら (1 9 94) と予備調査の結果を

′基に 5 つ の対処方略を設定した｡ 調査項目は6 種類の ス

ト レ ス 場面 にお い て , 問題解決 ･ 行動的回避 ･ 認知的回

避 ･ サ ポ ー

ト希求 ･ 情動的回避の 5 つ の行動をどの程度

行うか を問う計3 0 項目か らな っ て い る｡ な お設定した

ス ト レ ス 場面は, 予備調査の結果に基づ い て選ばれた次

の 6 場面で あ る｡ すなわち a . 親 に叱られ る, b . き ょ

うだ い げん か , c . 欲求不満, d . 我慢, e . 退屈, f . 不
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幼児の ス ト レ ス 対処行動 に 気質 と食生活が及 ぼす影響

T a bl e l 予備調査の結果 (1)

年/ト組 ( 3 , 4 歳児) 45 人

ス ト レ ス を感 じて い る状 況 ( 複数回答)

き ょ う だ い と けん か した 時

親 に か ま っ て もら え な い 時

親, 祖父母 に叱 られ た時

自分 の や り た い こ と (好き な こ と, 遊 び な ど)

が で き な い 時

14 人

10 人

14 人

休 日 な どに外出 しな い で 家 に い る時 3 人

欲 しい 物 が 買 っ て も らえ な い 時 4 人

知 ら な い 場所 に行く な ど環境が変わ る時 2 人

友達 と の 遊 び に 交 じ っ て い く 時

友達 と け ん か した 時

初め て 会 う人 に あい さ つ す る時

失敗や間違 い を した 時

大切 な物や気 に 入 っ て い る物 が崩 れ た り汚れ た

り し た時

動物が死ん だ 時

病院 に入 っ た 時

年中組 ( 4 ,
5 歳児) 15 人

ス ト レ ス を感 じて い る 時の 対処行動

泣 く. 一 人 に な る｡ こ ら え る. 叩く.

物 を投 げる｡ 隠れ る｡ 冷静 に 考え る｡

泣く｡ 甘 え る｡ 抱 き着く｡ 我慢 す る｡

下 の 子 ど もに あ た え る｡ お もち ゃ を投げる｡

泣 く
｡ 言 い 訳 や 理 由を つ け る｡ こ らえ る｡

抱き着 く｡ 黙 る ｡ 甘え る. 叩く｡ ぐず る｡
一

人 に な る｡ 歯乱 り を す る.

泣く｡ 文句 を言 う｡ 物を 投げる｡ 甘え る｡

か ん し ゃ く を お こ す｡ すね る｡ 抱 き着 く ｡

物 をわ ざ と壊す｡ 暴 れ る｡ 助 けを求 め る｡

お も ち ゃ を投げる｡ 叩く ｡

【F の 子 ど もに あ た るo

泣く｡ 我慢す る｡ 叩く｡ 話を 聞か な い ｡

甘え る｡ 抱 き着 く｡

甘え る｡

文句を 言う ｡ 甘 え る｡

甘え る｡

や り 直す｡

泣く ｡

抱 き着 く｡

我慢す る｡ 抱 き着く｡

T a b一e 2 予備調査の 結果 (2)

ス ト レ ス を 感 じて い る状況 (複数回答) ス ト レ ス を感 じ て い る時 の 対処行動

き ょ うだ い と け ん か し た時

親 に か ま っ て も らえ な い 時

戟, 祖父母 に 叱 られ た時

自分 の や り た い こ と (好 き な こ と, 遊 び な ど)

が で き な い 時

8 人

2 人

4 人

休 日 な どに 外出 しな い で 家 に い る時 1 人

欲 しい 物 が 買 っ て■も ら え な い 時 2 人

知 らな い 場所 に 行く な ど環境が変 わ る 時 1 人

大勢 の 人 が い る時 1 人

泣く｡
一 人 に な る｡ こ らえ る｡

き ょ う だ い で 話 し合う ｡

泣 く｡ 甘 え る｡ 抱 き 着く ｡ 我慢す る｡

下 の 子 ど もに あ た え る｡ お もち ゃ を投げ る｡

泣く｡ 無視 する｡
一 人 に な る｡

黙 る｡ 甘 え る｡ 叩く ｡
ぐず る

｡

泣く｡ 文句 を言 う｡ 物を 投げる｡
一 人 に な る. 蹴 る. 物を わ ざ と壊す.

暴 れ る｡

黙 り込 む｡

泣く. 我慢 す るo

イ ラ イ ラ す る｡

イ ラ イ ラ す る
｡

-
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T a b一e 3 予備調査の 結果 (3)

年長組 ( 5 , 6 歳児) 1 7 人

ス ト レ ス を感 じて い る状況 (複数回答) ス ト レ ス を感 じ て い る 時の 対処行動

き ょ う だ い と けん か した 時

親 に か ま っ て もら え な い 時

親, 祖 父母 に 叱 ら れ た 時

自分の や り た い こ と (好 きな こ と,
ハ
遊 び な ど)

が で きな い 時

9 人

2 人

4 人

休 日 な ど に 外 出 しな い で 家 に い る時 1 人

欲 し い 物が 買 っ て も らえ な い 時 2 人

知 ら な い 場所 に 行 く な ど環境が変 わ る 時 1 人

友達 と う まく遊 べ な い 時

習 い 事 に行 く と き

動物が死 ん だ 時

病院 に行 っ た 時

自分 の 思 い に 共感 し て く れ な い 時

泣く ｡ 一 人 に な る｡ 仲直 り を す る

大声を上げる｡ 親 に 助 け を求 め る｡

泣く ｡ 甘え る｡ 抱 き着く｡ 我慢 す る｡

下の 子 ども に あ た え る｡ お もち ゃ を 投 げる｡

泣 く
｡ 謝 る ｡

一 人 に な る
｡ 隠れ る｡

顔色 を うか が う｡

泣く｡ 黙 り′込 む｡ や め る｡

無視す る｡

下 の 子 ど もに あ た る｡

泣く｡ 我慢 する｡

気苦労する｡

泣く｡ 指 を し ゃ ぶ る｡

お な か が痛く な る｡

抱 き着く｡

我慢 する｡

泣く｡

安, の 場面 である｡

気質 : 菅原 (1 9 96) を参考に , 接近/ 回避, 易興奮性な

どを問う 5 項目を作成した｡

回答は評定尺度で , ス ト レ ス 対処行動と気質に つ い て は当

て はまるものを 5 点とする 5 件法, 食生活たっ い て は同じく

4 件法で 回答を求めた ｡ な お調査時期は, 平成11 年1 1 月下

旬から1 2月上旬であ っ た｡

3 結果と考察

ふ だん食べ て い る食品に つ い て主成分分析を行い , 固有値

1 の規準で主成分を抽出し, V a ri m a x 回転を実施した｡ そ

の結果4 主成分が抽出されたの で ,､ 負荷した食品に基づ い て ,

第1 主成分を野菜 ･ 海草類の摂取, 第2 主成分を飲料 ･ 菓子

類の摂取, 第3 主成分を肉
･ 魚の摂取, 第 4 主成分を果物 ･

牛乳
･ 豆類 の摂取と命名した (T a bl e 4) ｡ ま た食事の 状況

と味の好み に つ い て も同様に主成分分析を実施し, 第 1 主成

分 : 偏食
･

欠食なし, 第 2 主成分 : 家族揃 っ て の食事, 第3

主成分 : 間食 ･ T V 視聴, 第4 主成分 : 日本風の食事という

4 つ の主成分を抽出した ( T a bl e 5) ｡

次 に , 食生活が ス ト レ ス 対処行動に どの よ うな影響を及ぼ

して い るかを検討するため, 重回帰分析を実施した｡〉6
つ の

場面ごとに , 5 つ の 対処行動を規準変数とし, 食生活と気質,

年齢, 性別を説明変数とする重回帰分析を行 っ た｡ そ の結果

を T a ble 6 - T a ble ll に 示す｡ 全て の場面で有意な標準

偏回帰係数が得られたが, 重相関係数は R - 0 .1 44 - 0 .4 05 と

決して高 い値 で はなか っ た｡ ま た, 叱 られた場面とやりたい

ことを我慢する場面, 菓削こかま っ て もらえない場面で は認知

的回避を規定する有意な説明変数は得られなか っ た｡ 欲し い

もの を我慢する場面で はサ ポ
ー

ト希求を規定する有意な説明

変数は得られなか っ た｡

T a ble 6 - 1 1 か ら明らか にな っ た こ とは, まず子どもの

ス ト レ ス 対処行動に は気質の要因が関与して い ると いう こと

である｡ 乳児期に欲求不満耐性が低か っ た子どもは, 行動的

回避や情動的回避をとる傾向にあり, 問題解決を行わな い傾

向にある｡ ま た, 鎮静性が高か っ た幼児は行動的回避を行わ

ない傾向に ある｡ さ らに , 集中力が高か っ た幼児は問題解決

を行う傾向が 2 つ の場面で見られた｡

さ ら に, 摂取する食品の種類や家庭内で の食事の状況が ス

ト レ ス 対処行動に影響を及ぼして い る こ とが示された｡ 野菜 ･

海草類の摂取は問題解決を促進したり, 行動的回避や情動的

回避を抑制する傾向が見られた｡ ま た, 飲料
･ 菓子類の摂取

は問題解決を抑制したり, 行動的回避や情動的回避を促進す

る傾向が見られた｡ ま た, 肉 ･ 魚の摂取が問題解決を促進す

る傾向が 2 場面で見られたが, 情動的回避を促進する傾向も

1 場面で見られた｡ 食事 の状況に関して は, 家族が揃 っ て 食

事をする家庭で は行動的回避や情動的回避が抑制され, 塩辛

い ･ 堅い食品が多い家庭で は問題解決が抑制され, 行動的回

避や情動的回避が促進される傾向にあ っ た｡
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幼児の ス ト レ ス 対処行動 に気質 と食生活が及ぼす影響

T a b一e 4 摂取する食物につ い て の主成分分析結果 ( V a ri m a x 回転後)

食 物 の 種 類 成分 1 成分 2 成分 3 成分 4

第 1 主成分 : 野菜 ･ 海草類 の 摂取

色 の 薄 い 野菜 ( レ タ ス ･ キ ャ ベ ツ ･ 白菜 な ど) .8 4 2 ∴ 1 2 6

色 の 濃 い 野菜 (人参 ･ ピ ー

マ ン ･ はう れ ん 草 な ど) .8 4 9 .0 0 1

海草類 (昆布 ･ 若布 な ど)

第 2 主成分 : 飲料 ･ 菓子類 の 摂取

清涼飲料水 ( ジ ュ
ー ス ･ コ

ー

ラ な ど)

お 菓子 ( チ ョ コ レ
ー

ト ･ ス ナ ッ ク 菓子な ど)

イ ン ス タ ン ト食品 ( カ ッ プ麺 な ど)

第 3 主成分 : 肉 ･ 魚 の 摂取

肉

負

第 4 主 成分 : 果物 ･ 牛乳 ･ 豆類 の 摂取

果物

牛乳

豆腐や豆類

.6 3 5 - .0 5 7

-･ .0 6 9 .7 9 3

- .1 9 3 .7 2 3

.1 2 8 .7 1 0

.1 4 1 - .00 1

,1 4 9 - . 0 26

.2 4 7 - .0 5 5

- .0 5 6 .0 2 1

.1 9 0 - .1 0 5

.1 2 0 .1 3 7

.1 7 1 - .0 7 9

.1 5 4 .4 0 1

,0 4 5 .1 0 9

.0 5 7 - ,0 4 6

- .2 2 0 - ∴1 6 2

.8 3 2 ∴ 1 2 0

.7 9 5 .1 7 6

- .0 4 0 .7 1 7

.0 5 2 .6 0 2

.4 6 8
.4 7 3

固有値 2
.0 3 3 1

.6 8 9 1 .6 6 8 1 .3 7 2

S S ,* ( % ) 18 .4 9 1 5 .3 6 1 5
.
1 6 1 2 .4 7

T a b一e 5 食生活と味覚に関する主成分分析結果 ( V a ri m a x 回転後)

食 生 活 と 味 覚 の 内 容 成分 1 成分 2 成 分 3 成分 4

第 1 主成分 : 偏食 ･ 欠 食な し

食欲が あ り ま すか

好 き嫌 い が あり ま すか

朝食 を食 べ ます か

第 2 主成分 : 家族 そ ろ っ て の 食事

家族 そ ろ っ て 夕食 を食 べ ま すか

家族 そ ろ っ て 朝食 を食 べ ま すか

第 3 主成分 : 間食 ･

T V 視 聴

食事前 に間食 を しま すか

テ レ ビ を見 な が ら食事 を しま すか

甘 い もの を好 み ま すか

第 4 主成分 : 日本風 の 食事

し ょ っ ぱい もの を好 み ま すか

よく噛 む必要 の あ る堅 い もの を 好み ますか

.7 3 8
.0 3 4

I .6 0 9 .1 0 0

.5 3 6 .3 3 9

- .0 5 2 .7 9 1

.1 51 .7 7 0

- .1 04 - .1 2 4

- .0 9 1 - .0 6 2

.1 9 1 .0 9 6

- .0 3 1 .0 8 2

.3 5 8 .0 2 0

.1 96 .04 5

. 2 52 ∴ 2 0 4

∴ 1 1 8 - .0 3 1

.0 6 2 .2 5 0

- .1 6 9 - .1 2 6

.6 4 3 .0 7 3

.6 4 2 .2 1 0

.6 0 2 - ,3 2 1

,1 8 3 .74 4

- .0 9 6 ＼7 2 2

固有値

寄与率 ( %)

1 .4 1 3 1 .3 8 0 1 .3 79 1 .3 5 1

1 4 .1 3 1 3 .8 0 1 3 .79 1 3 .5 1

T a bl e 6 叱 られた場面

目的/ 説 明変数 β t 値 p

問題解決 ( R
′

=
.2 6 6)

気質/ 低耐性 - .2 1 6

飲料 ･ 菓子類 - .1 3 8

- 3 .1 9 5 * *

- 2 .0 3 7 *

行動 的回避 ( R = .3 0 7)

気質/ 鎮静性 ∴ 21 6

気質/ 低耐性 .1 7 1

- 3 .1 3 5 * *

2 .4 8 3 *

認知 的回避 (有意 な説明変数な し)

サ ポ ー ト希求 ( R = .1 5 3)

気質/ 低耐性 .
1 5 3 2 .2 1 8 *

情動 的回避 ( R = .2 8 4)

飲料 ･ 菓子類 ,
2 2 2

気質/ 低耐性 .1 5 9

3 .3 0 1 * *

2 .3 6 3 *

*

p < .0 5
,

* *

p < .0 1
,

* * *

p < .0 0 1

T a ble 7 き ょうだ いげんか場面

目的/ 説明変数 β t 値

問題解決 ( R = .3 3 0)

日本風の 食事

肉 ･ 魚

気質/ 低耐性

野菜 ･ 海草類

202 - 2 .8 0 7

2 00 2 .8 0 2

1 44 - 2 .0 1 5

1 44 1 .9 9 7

*

*

*

*

*

*

行動的回避 ( R - .3 1 7)

- 気質/ 低耐性

飲料 ･ 菓子類

日本風 の 食事

.2 0 2 2 .8 4 9

.1 74 2 .4 5 3

.1 5 2 2 .1 4 3

認知的回避 ( R = . 1 9 3)

肉 ･ 魚 - .1 9 3 - 2 .6 4 5 * *

サ ポ ー ト希求 ( R =
.1 9 1)

気質/ 鎮静性 .1 9 1 2 .6 2 0 *

情動的回避 ( R = .2 2 2)

気質/ 低耐性 .
1 5 2 2

.0 8 3 ･ *

野菜 ･ 海草類 - .1 4 5 - 1 .9 8 2 *

*

p < .0 5
,

* *

p < .O l
,

* * *

p < .00 1

-
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T a b一e 8 や り たい こ とを我慢する場面

目的/ 説明変数 β t 値 p

問題解決 ( R = .2 4 8)

気質/ 低耐性 - .2 4 8 - 3 .6 6 4 * * 辛

行動的回避 ( R = .3 4 5)

気質/ 低耐性 .2 9 6

飲料 ･ 菓子類 . 15 9

4 .4 8 9 * * *

2 .4 0 4 *

認知的回避 (有意 な説明変数 な し)

サ ポ ー ト希求 ( R = .
2 3 1)

気質/ 鎮静性 . 1 7 5

偏食 ･ 欠食 な し .
1 4 6

2
.
5 6 3 *

2 .1 3 3 *

情動 的回避 ( R = .3 3 6)

気質/ 低耐性 .2 3 7 3 .5 6 3 * * *

野 菜 ･ 海草 類 - .1 6 3
- 2 .4 4 8 *

飲料 ･ 菓子 類 .
1 4 4 2 .1 6 2 *

'

p < .0 5
,

' '

p < .O l
,

* * *

p < .0 0 1

T a b一e l O 遊びに行けない場面

目的/ 説明変数 β t 値 p

問題解決 ( R = .2 9 3)

気質/ 低耐性 - .1 8 5 - 2 . 74 3 * *

肉 ･ 魚 .1 8 3 2 . 70 4 * *

日本風の 食事
-

.1 4 3 - 2 .1 0 7 *

情動的回避 ( R = .3 76)

気質/ 低耐性 .2 7 2
.
4 .0 2 6 * * *

気質/ 鎮静性 - .1 9 8 - 2 .9 2 9 * *

認知 的回避 ( R = .1 5 5)

間食 ･ T V 視聴 .1 5 5 2 .2 3 7 *

サ ポ
ー

ト 希求 ( 氏 -
.1 5 1)

気 質/ 低耐性 .1 5 1 2 .1 8 2

情動 的回避 ( R = A O 5)

気 質/ 低耐性 .2 4 8 3 .8 2 6

家族揃 っ て の 食事 - .2 1 7 - 3 .3 5 6

野菜 ･ 海草 類 T .1 8 1
-

2 .7 6 8

日本風 の 食事 .1 5 2 2 .3 2 5

**

*

*

*

*

*

*

*

p < .0 5
,

* *

p < .0 1
,

* * *

p く 0 0 1

全体的考察

本研究で は, 幼児の ス ト レ ス 対処行動が気質と食生活に よ っ

て規定され て い る こ とが明らか に な っ た｡ 場面 によ っ て影響

の程度は異な っ て はい るが
, 欲求不満耐性の低さが行動的回

避や情動的回避に結び っ い て い る こ とが示されたため, 仮説

(丑は支持されたと考え られる｡ 本研究で はさら に, 耐性の低

さは問題解決的な対処に対して負の回帰係数が得られたため,

興奮しやすい幼児はなかなか冷静に対処できない と いう実態

が より明確に示されたと いえる｡ さ ら に乳児期に集中力の高

か っ た幼児は問題解決を行う傾向が 2 つ の場面で示された｡

し たが っ て
,
集中力の 高さは冷静な対処を促進することも明

T a bl e 9 欲 し いも の を我慢する場面

目的/ 説 明変数 β t 値 p

問題解決 ( R = .3 7 3)

気質/ 低耐性

気質/ 集 中

偏食 ･ 欠食 な し

∴ 23 7 - 3 .6 2 8 * * *

.2 3 8 3 .6 2 1 * * *

.1 7 7 2 .6 9 9 * *

行動的回避 ( R - .3 6 9)

気質/ 低耐性

野菜 ･ 海草 類

日本風 の 食事

.2 5 5 3 .8 6 9 * * *

- .2 0 8 - 3 .1 3 7 * *

.1 5 7 2 .3 5 9 *

認知 的回避 ( R = .1 4 4)

飲料 ･ 菓 子類 - .1 4 4 1 2 .0 7 9 *

サ ポ ー ト希 求 (有意 な説明変数 な し)

情動的回避 ( R = .3 6 3)

気質/ 低耐性

偏食 ･ 欠食な し

肉 ･ 魚

家族揃 っ て の 食事

.2 1 4 - 3 .2 4 8

- .2 2 2 - 3 .2 5 5

.1 8 3 2 .6 8 9

- .1 3 1 - 2 ,0 0 0

*

*

*

*

*

*

*

*

p < .0 5
,

* *

p < .0 1
,

* * *

p く .0 0 1

T a bl e ll 額 にかま っ てもらえない場面

目的/ 説明変数 β t 値 p

問題解決 ( R = . 2 9 1)

気質/ 集 中 . 2 2 1 3 .29 2 * *

気質/ 低耐性 ∴ 19 0 - 2 .8 3 2 * *

行動的回避 ( R = .38 3)

気質/ 低耐性

野菜 ･ 海草類

家族揃 っ て の 食事

. 28 4 4 .36 6 * * *

-

. 19 8
-

3 .03 1 * *

- . 15 1 - 2 .3 2 4 *

認知的回避 (有意 な説明変数 な し)

サ ポ
ー

ト希求 ( R = . 20 9)

気質/ 回避

果物 ･ 牛乳 ･ 豆

.1 5 1 2 .1 9 6 *

.1 4 5 2 .1 1 0 *

情動 的回避 ( R = .3 0 1)

気質/ 低耐性

野菜 ･ 海草類

家族揃 っ て の 食事

.2 0 7 3 .0 7 7 * *

- .1 5 8 - 2 .3 4 6 *

- .1 4 6 - 2 .1 6 7 *

*

p < .0 5
,

* *

p < .0 1
,

* * *

p < .0 0 1

らか に な っ た｡

こ う した結果を踏まえると, ス ト レ ス 対処行動は単に保護
=

者の養育態度や生活習慣に よ っ て決まるもの で はなく, 子 ど

もが生得的に持 っ て い る反応傾向の影響を受けて い るとし
′

､ え

る｡ 乳児期から欲求不満耐性が低か っ た子どもは, その後の

日常生活で経験する ス ト レ ス 場面 で怒 っ た り泣 いたりする こ

とが多い｡ こう した子どもの 個人差に対する理解が欠如して

いると
, 子 どもが い う ことを聞かな い ･ すぐに泣い て しまう

の で手がかかる, と い っ た養育者の心理的な負担卑増大させ

る可能性がある｡ 耐性の低 い子どもをただ叱責するだけであ っ

たり, 泣い て い る子どもを放置する ことは, そ の後の子ども

の自尊心の 発達た悪影響を与える可能性がある. したが っ て ,
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幼児の ス ト レ ス 対処行動 に気質 と食生活が及ぼす影響

もともと耐性が低い子どもの場合には焦らずに暖かく対応す

ることが望まれ る｡

仮説②に関して は, 場面 によ っ て影響の程度は異な っ て い

たが, お お むね支持されたとい える｡ 野菜
･ 海草類を多く摂

取する, すなわち どタ ミ ン ･ ミ ネう ル を多く摂取する幼児は

問題解決対処を採る傾向があり, 行動的回避や情動的回避を

しな い傾向に あ っ た｡ ま た, 清涼飲料や菓子類を多く摂取す

る
,
すなわち砂糖を多く取る子ども は ど行動的回避や情動的

回避を採る傾向も示された｡ 本研究で は, 重回帰式に気質の

要因を組み入れて いる の で , 気質に よる個人差以外に食物摂

取の影響が見られたと見なすことが できる｡

した が っ て
, 幼児期の食物の摂取が ス ト レ ス場面で の冷静

な対処や興奮の しやすさを規定して いるとい える｡ 家庭 にお

い て野菜類や海草類を多く摂取する ことは, 子 どもの ス ト レ

ス 耐性を高める こと に つ ながる｡ 子 ども によ っ て は野菜類を

嫌う場合もあるが, 偏食は多くの場合食事に関するし っ けが

で き て い ない こ と に起因して い ると考えられる (小林 ･ 大谷
,

1 9 99) ｡ し たが っ て , 調理 の仕方を工夫したり, 少 しで も食

べ られたとき には賞賛すると い っ た配慮をする ことで , 幼児

期か ら野菜 ･ 海草類を食 べ る習慣を作る ことが可能で あろう｡

ま た
, 菓子類や清涼飲料など で過剰に砂糖を摂取すると,

怒 っ た り泣い たりする, つ ま り い わゆるキ レ る行動が生じや

すい ことも明らか にな っ た｡ 間食は控え目に して で ん ぷ ん 質

の食物にする こと, 清涼飲料でなくお茶や麦茶などを飲む習

慣を っ ける こととい っ た食生活の改善が望まれる｡

肉 ･ 魚 の摂取は, 問題解決を促進する傾向と情動的回避を

促進する傾向が見られたが, 少なくとも適量の タ ン パ ク質の

摂取は子どもの成長に必要なの で ,
ス ト レ ス 対処の 問題に神

経質に なるよりも, 必要量を摂取する必要がある｡ ア ミ ノ酸

が十分で ない と, 必要な神経伝達物質が作られな いため, ス

ト レ ス 耐性が低下するおそれがある｡ ま た, 魚 に含まれる不

飽和脂肪酸 ( D H A や E P A ) が ス ト レ ス 耐性を増すという

報告もあるため (浜崎
,
2 0 00) , 肉食 に偏らずに魚をな る べ

く摂取することが望ましい ｡

さ らに本研究で は
, 家族そろ っ て食事をする ことが望まし

くない対処を軽減する傾向が示された｡ 食事場面で家族が揃

うとい う ことば, 家族関係が楽しい , あ る い はリ ラ ッ ク ス で

き るもの で あると考えられる｡ 少なくとも, 子 どもに と っ て

大人がそば に い る ことはス ト レ ス を軽減するソ
ー シ ャ ル サ ポ

ー

ト の 機能を果たして い ると考え られよう｡ 塩辛い もの ･ 堅い

ものを摂取することが行動的回避や情動的回避に結び っ い て

い る ことが示されたが ,
こ の点に つ い て は理由は不明で ある｡

堅 い食品をよく噛ん で食 べ る こ とば望まし い こ ととされて い

るが
, 本研究の結果は塩分の摂取と何らか の 関係があるの か

も知れな い｡ 今後の さらなる調査が必要であろう｡

本研究では, 食品の摂取の しかた によ っ て ス ト レ ス 対処行

動が異なる ことが明らか に な っ た｡ しか し, 保護者の養育態

度 ･ しつ けの実態に つ い て は調査を実施しなか っ た｡ した が っ

て
, 子どもの食生活に配慮して い る家庭とそう でな い家庭が

日常的に どの よう に子どもに接して い る の か は不明で ある｡

本研究で重相関係数が最大で も0 .4 程度で ,
R = 0 .2 - 0 .3 付近

に とどま っ た原因は こうした他の要因が ス ト レ ス対処に影響

して い るため で あると推測される｡ した が っ て , 今後は食品

の摂取がそ の まま ス ト レ ス 対処に結び っ い て い るの か, 食品

の摂取と保護者の養育態度, も しくは家庭の雰囲気などの交

互作用が見られ るのか に つ い て検討する必要があろう｡

しか し
, 少 なくとも食品の摂取がある程度は ス ト レ ス対処

行動に影響を及ぼすことが明らか にな っ た｡ それ も, ビタ ミ

ン ･ ミ ネ ラ ル の摂取が望ましい方向に影響を及ぼし, 砂糖 の

摂取が悪影響を及ぼすという ことが多くの場面で
一

貫 して示

された ことは特筆す べ き で ある｡ 食事 の しかたに よ っ て望ま

しくない ス ト レ ス 反応が生L; , それ が保護者の不適切な養育

態度 (叱責や放任) を引き出し, さ ら に子どもの ス ト レ ス 反

応が悪化すると い っ た悪循環の可能性も十分に考えられる｡

し たが っ て
, 食生活を改善することは幼児の身体発育だけで

なく, 精神発達にと っ て重要であると いえよう｡
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